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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号を受信するための無線受信機であって、
　受信信号に基づく正規化信号を提供するリミッタと、
　正規化信号の正規化Ｉ、Ｑ成分を提供するために正規化信号と一対になった直交信号生
成回路と、
　受信電界強度を表すＲＳＳＩ信号を提供する受信電界強度回路と
ＲＳＳＩ信号と正規化Ｉ、Ｑ成分を混合するための混合器とを備え、
　前記直交信号生成回路が前記正規化信号の高周波数成分を除去するためのデジタルフィ
ルターを含むことを特徴とする無線受信機。
【請求項２】
　前記直交信号生成回路が所定のレートで前記正規化信号を標本化する複素標本化回路を
含むことを特徴とする請求項１に記載の無線受信機。
【請求項３】
　前記複素標本化回路が前記正規化信号を前記正規化信号の周波数の４／（２ｎ＋１）倍
（ｎは０以上の整数）の標本化率で標本化することを特徴とする請求項２に記載の無線受
信機。
【請求項４】
　前記複素標本化回路がインターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分を提供することを特徴とする請
求項２に記載の無線受信機。
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【請求項５】
　前記直交信号生成回路が前記インターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分を整列するための整列回
路を含むことを特徴とする請求項４に記載の無線受信機。
【請求項６】
　前記整列回路が前記正規化Ｉ、Ｑ成分を提供するために前記インターリーブ正規化Ｉ、
Ｑ成分を補間することを特徴とする請求項５に記載の無線受信機。
【請求項７】
　前記ＲＳＳＩ信号を所定の標本化率で標本化する標本化回路を更に含むことを特徴とす
る請求項２に記載の無線受信機。
【請求項８】
　所定の範囲で前記ＲＳＳＩ信号標本をもたらすためのＡＧＣ回路をさらに備えることを
特徴する請求項７に記載の無線受信機。
【請求項９】
　前記混合器が、前記ＲＳＳＩ信号標本とそれに対応する前記正規化Ｉ、Ｑ成分の積に一
致する数値を提供するためのルックアップテーブルであることを特徴とする請求項８に記
載の無線受信機。
【請求項１０】
　ＩＦ信号を複素ベースバンド信号に変換する装置であって、ＩＦ信号を正規化し、正規
化される振幅量を決定する正規化回路と、
正規化ＩＦ信号に基づく正規化Ｉ、Ｑ成分を生成する回路と、
正規化Ｉ、Ｑ成分と正規化された振幅量を、所望の振幅を持つスケーリングされたＩ、Ｑ
成分を決定するために混合する混合器とを備え、
　前記正規化Ｉ、Ｑ成分を生成する回路が、前記正規化ＩＦ信号の高周波数成分を除去す
るためのデジタルフィルターを含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記正規化回路が制限増幅器であることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記正規化回路がフィードバック自動利得増幅器であることを特徴とする請求項１０に
記載の装置。
【請求項１３】
　前記正規化Ｉ、Ｑ成分を生成する回路が、前記正規化ＩＦ信号を所定の標本化率で標本
化する複素標本化回路を含むことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記所定の標本化率が、前記ＩＦ信号の周波数の４／（２ｎ＋１）倍（ｎは０以上）で
あることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複素標本化回路がインターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分を生成することを特徴とする請
求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記整列回路が連続するＩ、Ｑ成分を補間することでインターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分
をお互いに整列させることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　ＩＦ信号を複素ベースバンド信号に変換する方法であって、ＩＦ信号を正規化し、その
振幅を決定する工程と、
　正規化ＩＦ信号に基づく正規化Ｉ、Ｑ成分を生成する工程と、
　ＩＦ信号の振幅を正規化Ｉ、Ｑ成分と混合する工程とを備え、
　前記正規化ＩＦ信号が、その高周波数成分を除去するためにデジタル的にフィルタリン
グされることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　前記ＩＦ信号が制限増幅器により正規化されることを特徴とする請求項１７に記載の方
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法。
【請求項１９】
　前記正規化Ｉ、Ｑ成分が所定の標本化率で前記ＩＦ信号を複素標本化することによって
生成されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記所定の標本化率が前記ＩＦ信号の周波数の４／（２ｎ＋１）倍（ｎは０以上）であ
ることを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複素標本化によりインターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分が生成されることを特徴とする
請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記インターリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分が連続するＩ、Ｑ成分を補間することによりお互
いに整列することを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
背景
本発明は、一般に無線周波数（RF）受信機の分野に関する。詳細には、複素ベースバンド
信号であって、直交ベースバンド信号としても知られている信号を、広帯域ＩＦ信号から
生成するための方法及び装置に関する。
【０００２】
変調された情報、例えば音声情報を回復するためには、無線受信機は、受信したRF信号を
、周波数、振幅もしくは位相復調技術のような周知の復調技術によって処理しなければな
らない。強力なDSPの出現によって、現代の無線受信機は、受信信号の数値表現に依存す
るデータ処理技術を利用して、より効果的に受信信号を復調することができる。受信信号
を処理するために、ほとんどのデジタル復調技術は、複素成分を有する複素ベースバンド
信号を生成する。これらの複素成分は、位相（Ｉ）及び同相（Ｑ）成分として知られ、受
信信号の振幅、位相及び周波数情報を伝えるとともに、受信機のＤＳＰがＩ、Ｑ成分の数
値を処理することにより変調された情報を回復するのに役立つ。
【０００３】
受信信号の複素成分を生成するための方法は様々なものが知られている。その一つは、Ｉ
Ｆ信号を受信機が生成したお互いに９０度位相がずれている参照信号のセットとミキシン
グすることにより、受信信号をその複素成分に変換する方法である。セパレートミキサー
は、ＩＦ信号のＩ、Ｑ成分を備える複素ベースバンド信号を生成するために、ＩＦ信号を
正弦波または余弦波としても知られた参照信号とミックスする。
【０００４】
一般に、ミキサーはＣＭＯＳ集積回路技術で組み立てられている。ＣＭＯＳ技術固有の組
み立ての不整合より、ミキサーは入力信号がない場合でも対応出力にＤＣオフセット電圧
を誘発してしまう。これらのＤＣオフセット電圧はミキサーのダイナミックレンジを減少
させることになり、デジタル信号処理結果に悪影響を及ぼすことになる。従来の受信機の
いくつかは、自動利得制御（ＡＧＣ）回路をミキサーの入力部に有していて、ミキサーの
出力が最適な範囲に維持される。しかしながら、受信されたＲＦ信号のほとんどは、一般
に伝搬経路内の障害物によりランダムになるので、ＡＧＣ回路の増幅レベルを正確には予
測しがたい。それゆえ無線受信機へのＡＧＣ回路の実装は極端に複雑となる。
【０００５】
別の従来方法は、Ｉ及びＱ成分を提供するために、正規化ＩＦ信号に含まれる位相情報及
び受信信号の振幅に依存するものである。この極座標方法は、米国特許第５０４８０５９
号に記載されている。受信信号を中間周波数にダウンコンバーティングした後、この方法
を組込んだ無線受信機は、最終増幅段階で正規化ＩＦ信号を生成する直列増幅段階を含む
リミッタでＩＦ信号を制限する。それぞれの段階で、検出器は対応する段階における出力
レベルを検出する。全ての直列段階からの出力レベルは、お互いに合計されてＩＦ信号振
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幅の対数値が生成される。それと同時に、リミッタの最終段階飽和出力は、位相情報を含
む方形波であるが、正規化ＩＦ信号の位相を検出する位相検出器に与えられる。受信機の
ＤＳＰは、ＩＦ信号の位相及び振幅に基づき、位相及び振幅情報を極座標系からカルテシ
アン座標系へ変換することにより、ＩＱ成分を決定する。
【０００６】
従来方法における位相検出器は、参照信号に対する正規化ＩＦ信号のゼロ交叉区間を検出
することにより位相変位を決定する。ゼロ交叉区間は、位相変位が検出される解像度に一
致する所定のレートで正規化ＩＦ信号をサンプリングすることにより検出される。サンプ
リングレートをあげることにより、位相検出器はよりよい解像度で位相変位を検出する。
例えば、１度の位相解像度にするには、サンプリングレートは中間周波数の３６０倍でな
ければならない。結果として、許容できる位相解像度を得るには、サンプリングレートは
本方式下において実質的にＩＦ信号周波数より高くなる。符号分割多重アクセス（ＣＤＭ
Ａ）方式のような広帯域無線受信機の導入により、ＣＤＭＡ無線受信機のＩＦ信号周波数
は５－１０ＭＨｚの範囲内になるであろう。それゆえ、正規化広帯域ＩＦ信号の位相変位
を上記の従来技術を利用して検出するには、相当量の電流を必要とする高価な高周波数ク
ロック回路によって提供される高サンプリングレートが要求される。バッテリ動作の携帯
無線受信機では、電流源に限界があり、そのようなクロッキング回路の高電流は、広帯域
ＩＦ信号のＩ及びＱ成分を提供するための従来の位相検出器の使用を制限する原因となっ
てしまう。それゆえ、高周波数クロック回路によって相当の電流が必要とされない、広帯
域ＩＦ信号のＩ及びＱ成分を提供するコストの見合う方法が要求される。
【０００７】
要約
本発明はこの要求を満たすものであり、無線受信機として例示されえる。
受信ＩＦ信号の正規化Ｉ、Ｑ成分を生成し、受信ＩＦ信号の振幅を正規化Ｉ、Ｑ成分と混
合させることにより複素ベースバンド信号を提供するものである。
【０００８】
本発明の一態様によれば、無線受信機は受信信号をＩＦ信号に変換する。無線受信機は受
信信号に基づく正規化ＩＦ信号を提供するリミッタを有する。直交信号生成回路は、本発
明の好適な実施形態においてフィルターと複素サンプリング回路を有するが、正規化Ｉ、
Ｑ成分を提供するために正規化ＩＦ信号と対になる。受信電界強度回路は受信信号の強度
を示すＲＳＳＩ（受信電界強度）信号を提供する。ＲＳＳＩ信号及び正規化Ｉ、Ｑ成分は
、複素ベースバンド信号を生成するために混合器によって混合される。
【０００９】
本発明のこの態様のより詳細な特徴のいくつかによれば、直交信号生成回路のフィルター
は、アナログフィルターでもデジタルフィルターでもよいが、正規化ＩＦ信号の高周波成
分を除去する。複素標本化回路は、好ましくは、ＩＦ信号の周波数の４／（２ｎ＋１）倍
の所定のレートで正規化ＩＦ信号を標本化する。ここで、ｎは０以上の整数である。この
場合、複素標本化回路は整列回路により互いに整列されたインタリーブ正規化Ｉ、Ｑ成分
を提供する。典型的な実施形態においては、整列回路は、正規化Ｉ，Ｑ成分の提供の為に
連続的なＩ，Ｑ成分を補間する。ＲＳＳＩ信号はまた、ＲＳＳＩ信号サンプルを所定の範
囲内でもたらすためにＡＧＣ回路に与えられるＲＳＳＩ標本を使って所定のレートで標本
化される。典型的な混合器はＲＳＳＩ信号サンプルと対応する正規化Ｉ，Ｑ成分の積と一
致する数値を提供するルックアップテーブルである。
【００１０】
本発明の別の態様によれば、ＩＦ信号を正規化しその振幅を決定する、
ＩＦ信号を複素ベースバンド信号に変換する方法と装置が開示されている。
正規化されたＩＦ信号に基づき、本発明のこの態様における方法及び装置は、複素ベース
バンド信号のＩ，Ｑ成分を提供するために、正規化Ｉ，Ｑ成分を生成し、ＩＦ信号の振幅
を正規化Ｉ，Ｑ成分と混合させる。
【００１１】



(5) JP 4108922 B2 2008.6.25

10

20

30

40

50

本発明の他の特徴および利益は、例示的に本発明の原理を図示した添付図面と共に以下の
好適な実施形態についての説明から明らかになるものであろう。
【００１２】
詳細な説明
図１は、本発明の一の実施形態に対応した無線受信機１０のブロック図を示すものである
。無線受信機１０は、ＲＦ信号をアンテナ１２を介して受信し、それをＲＦ／ＩＦセクシ
ョン１４へ与える。受信したＲＦ信号は、適切に情報源から転送された情報とともに変調
されている。典型的な実施形態において、ＲＦ信号は、無線受信機へ音声メッセージを送
信するユーザーによって操作されている無線送信機（不図示）から送信された符号化され
た音声情報と共に変調されている。ＲＦ／ＩＦセクション１４は、受信機に選択性を与え
るものであるが、ＲＦ信号をダウンコンバートして所定の中間周波数のＩＦ信号を与える
。
【００１３】
典型的実施形態においては、受信ＲＦ信号は、米電子通信工業会(TIA)Interim Sandard95
(IS-95standard)を備えるチップレート１．２２８８ＭＨｚのＣＤＭＡ信号である。好ま
しくは、中間周波数はチップレートの６倍に選択される。発明の背景で説明した理由によ
り、適切な解像度の位相信号を生成するために極端に高いサンプリングレートを要求する
従来方法からすれば、そのような広帯域ＩＦ信号のＩ、Ｑ成分を生成することは評価に値
する。例えば、従来の位相検出器は、参照信号に対応して、３０度の位相解像度しか持た
ず、チップレートの７２倍のクロックもしくは１００ＭＨｚでゼロ交叉のタイミングが生
成されていた。後に詳細に述べるように、制限されたＩＦ信号の位相を決定する変わりに
、無線受信機１０は、正規化ＩＦ信号をチップレートの約８倍の非常に低いレートもしく
は１０ＭＨｚでサンプリングすることにより正規化Ｉ、Ｑ成分を生成する。本発明は、複
素ベースバンド信号のＩ、Ｑ成分を生成するために正規化Ｉ、Ｑ成分をＩＦ信号の振幅と
混合させる。
【００１４】
本発明によれば、ＲＦ／ＩＦセクション１４から供給されるＩＦ信号は、制限増幅器１８
に与えられる。制限増幅器１８は所定の数の直列増幅段階１９を有し、それぞれの段階は
所定の利得を有する。増幅段階１９の利得は、強いＩＦ信号が初期の増幅段階で飽和する
ように、及び弱いＩＦ信号が後続の増幅段階１９で飽和するように選択される。結果とし
て、制限増幅器１８は、方形波の正規化ＩＦ信号を生成する。図１に示す実施形態によれ
ば、正規化ＩＦ信号は、高周波成分を除去するためにアナログフィルター２０に与えられ
る。結果として、アナログフィルター２０は、これはバンドパスフィルターもしくは、ロ
ーパスフィルターであるが、方形波の正規化ＩＦ信号を変調された受信信号の位相情報を
含む正弦波へ変換する。
【００１５】
アナログフィルター２０の出力における正弦波正規化ＩＦ信号は、正規化Ｉ、Ｑ成分の数
値を供給する直交生成器２４を含む複素サンプリング回路２２へあたえられる。そのよう
な複素サンプリング回路の一つは、米国特許第４８８８５５７号に記載されている。クロ
ック回路２１を使って、複素サンプリング回路２２は正規化ＩＦ信号を実質的に中間周波
数の４／（２ｎ＋１）倍に等しいサンプリングレートで標本化する。ここで、ｎは０以上
の整数である。好適な実施形態において、正規化ＩＦ信号のサンプリングレートは、中間
周波数の４／３倍もしくは、チップレートの８倍に選択される。複素サンプリング回路２
２は、量子化され、正規化されたＩ、Ｑサンプルがインターリーブされるようなスタガ方
法で正規化ＩＦ信号を標本化する。量子化され、正規化されたＩ、Ｑサンプルは、お互い
に打ち消し合うような別のＩ、Ｑサンプルを含むかも知れない。例えば、複素サンプリン
グ回路の出力は、Ｉ、Ｑ（bar)、Ｉ（bar）、Ｑのシーケンスである。本発明は、後続の
補間段階におけるＩ、Ｑサンプルの相殺に適応する。
【００１６】
量子化器２４の出力は、インターリーブされた正規化Ｉ、Ｑ成分を互いに整列するための
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整列回路２６に与えられる。整列回路２６は、周知の補間手法によりＩ、Ｑ成分を整列す
る補間回路でもありえる。簡単な補間手法は、Ｉ、Ｑの値を中央二値の中間で計算するた
めに、二つの連続した正規化Ｉ成分と、Ｑ成分を混合するものであり、これによりお互い
にインターリブされたＩ、Ｑ成分を時間整列する。この方法では、整列回路２６の出力は
、共通の瞬時にあわせて参照された受信信号の正規化Ｉ、Ｑ成分を備える。上記の説明の
ように、時間整列回路はＩ、Ｑサンプルを相殺するのに適応する。従って、フィルター２
０、複素サンプリング回路２２及び整列回路２６は、正規化ＩＦ信号の正規化Ｉ、Ｑ成分
を生成する直交信号生成回路２７を構成する。
【００１７】
それぞれの増幅段階１９では、制限増幅器１８は、対応する段階の出力で信号振幅を表す
ＤＣ信号を生成する、ＤＣ信号ダイオード２８のような多くの振幅検出器を有する。検出
器からの出力は周知の手法により、受信信号の振幅を対数値で表す受信電界強度（ＲＳＳ
Ｉ）信号を生成するために、お互いに合計される。ＲＳＳＩ信号は、クロック２１を利用
し、各サンプリング例において受信信号を数値化するためにチップレートの８倍でそれを
標本化する、標本化／量子化回路３２へ与えられる。ＲＳＳＩ信号のダイナミックレンジ
は高いかもしれないので、量子化されたＲＳＳＩ信号の表現には多くのビット数が必要と
されるであろうから、結果として消費電力が高くなる。低消費電力とするために、フィル
ター３１は量子化器３２の前に配置される。フィルター３１は本質的には、連続するサン
プルの差分をとるように動作をする。ＲＳＳＩは短い時間内で著しい変化をすることはな
いので、フィルター３１は、ダイナミックレンジの低いＲＳＳＩ信号を提供することがで
き、少ないビット数で量子化できる。
【００１８】
量子化ＲＳＳＩ信号は、ライン３８上に変形ＲＳＳＩ信号を提供するためにＡＧＣ回路３
６に与えられる。ＡＧＣ回路は差分フィルター３１を補償するために、ＲＳＳＩ値を再積
分することができる。典型的なＡＧＣ回路３６は、量子化ＲＳＳＩ信号が所望のレンジ内
に維持されるようにゆっくりと減算を行う。減算値は、ＣＤＭＡ信号の総量に従いＩＦ帯
域幅における総受信電力に基づき決められる。
【００１９】
変形されたＲＳＳＩ信号と正規化Ｉ、Ｑ成分は、複素ベースバンド信号のＩ、Ｑ成分を提
供するために、正規化Ｉ、Ｑ成分を対応する量子化された振幅サンプルと混合する混合回
路４０へ与えられる。典型的な実施形態においては、混合回路４０は、正規化Ｉ、Ｑ成分
とそれに対応するＲＳＳＩ振幅サンプルの積に一致する数値を出力することにより変形さ
れたＲＳＳＩ信号と正規化Ｉ、Ｑ成分を混合するルックアップテーブルを有する。
【００２０】
数値表現されたＩ、Ｑ成分は、適切な復調データ処理技術を利用して符号化音声情報を取
り出すＤＳＰ４２へ与えられる。符号化音声情報は、符号化音声情報を音声情報の転送時
に使われた符号化技術に応じて復号するため、コーデック４４へ与えられる。コーデック
４４は音声信号を音声転送ライン４６に与える。音声信号は音声増幅器４８へ与えられ、
そこで音声信号は増幅され、スピーカー５０に渡され、転送された音声メッセージを可聴
音として再現する。
【００２１】
図２では、本発明の無線受信機１０の別の実施形態を示す。図１と同様に、受信ＲＦ信号
は、ＲＦ／ＩＦセクション１４でＩＦ信号に変換された後、制限増幅器１８で正規化され
る。制限増幅器１８の出力における正規化ＩＦ信号は方形波であるため、デジタルフィル
ター５２は１ビット量子化技術を利用する。それゆえ、正規化ＩＦ信号は、正規化ＩＦ信
号を表す２値のシーケンスを提供する１ビットＡ／Ｄ量子化器５１へ与えられる。しかし
ながら、本発明のこの実施形態によれば、量子化器５１の出力は、図１のアナログフィル
ター２０の代わりにデジタルフィルター５２へ与えられる。デジタルフィルタ５２は、既
知のデジタルフィルタリング技術により、正規化ＩＦ信号の高周波成分を除去する。デジ
タルフィルター５２は正規化ＩＦ信号をサンプリングし、正規化ＩＦ信号を所望の正確性
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をもって正弦波で表現する。デジタルフィルターがかけられた後、正規化信号はサブサン
プリング回路５３へ与えられる。この回路の動作は、正規化Ｉ、Ｑ成分を提供するために
正規化ＩＦ信号のサブサンプルを選択するサンプリングレートに依存している。その後、
正規化Ｉ、Ｑ成分は図１と関連して記載される本発明に応じて処理される。フィルター５
２は、その他ハイブリッドアナログデジタルフィルターであってもよい。そこでは、信号
は部分的にアナログフィルタリングされ、さらに（１、０、－１）のように３値もしくは
２ビット精度でデジタル化される。粗く量子化されたサンプルはデジタルフィルターがか
けられ、それによりハイブリッドフィルタリングが実現される。
【００２２】
対数増幅器は、制限増幅器１８内に組み込まれており、適切なダイナミックレンジを有す
るようにできるが、もし、増幅器の利得が約５０ｄＢよりも大きいならば、利得ブロック
に分割して、広帯域雑音の蓄積を制限するためにブロック間にバンドパスフィルターを設
けることが望ましい。フィルターをかけることによって、最新の検出段階で検出された信
号がそれ以前の段階で検出された信号にくらべて遅延してしまうことになる。米国特許第
５０７０３０３号は、混合させる前に、それ以前の段階で検出された信号を遅延させて、
最新の段階で検出された信号と時間整列させる発明を開示する。
【００２３】
図３は、本発明のさらに別の実施形態を示す。ここでは、唯一のＩＦフィルターとＲＳＳ
Ｉ増幅段階を必要とし、それによりフィルター遅延補償ための時間整列を避ける、ダイナ
ミックレンジを制限するためのフィードバックＡＧＣを利用する。この実施形態はまずＣ
ＤＭＡの使用時の継続的受信を想定している。図３において、制限増幅器は受信される信
号レベルのトータル範囲よりも低いダイナミックレンジを有するところの対数増幅器６３
を含む。また、本実施形態に基づき、ＡＧＣ増幅器６０及びＩＦフィルター６１は、ＲＦ
／ＩＦセクション１４と対数増幅器６３の間で一対になっている。
【００２４】
ＡＧＣ増幅器６０は、対数増幅器６３に渡される信号レベルを最適範囲に制御することを
可能とする。ＡＧＣ回路６２は、対数増幅器６３からのＲＳＳＩ信号が最適な値よりも平
均として大きいか小さいかを検出し、信号レベルが最適な値に近づくように制御信号をＡ
ＧＣ増幅器６０へ与える。ＡＧＣは信号帯域幅と比べて動作が相対的に遅く、それゆえに
このＡＧＣフィードバックループの安定性は、ＡＧＣループ内にＩＦフィルター６１を含
んでも悪化しない。
【００２５】
このように、ＩＦフィルター６１の出力と複素サンプリング回路２２の間に位置する対数
増幅器６３の利得として定義される広帯域利得は減少され、対数増幅器６３内の広帯域雑
音の増加を妨げる。
【００２６】
フィードバックＡＧＣの低速性にもかかわらず、その動作を補償することは望ましく、Ａ
ＧＣ回路６２は、真のＲＳＳＩをさらなる処理回路に与える前にＡＧＣ増幅器６０に与え
られたＲＳＳＩ信号の利得減少分を適切に最初に補償する。そのように補償されたＲＳＳ
Ｉ信号は、混合器４０に対して、スケーリングされ、デジタル化された振幅信号を生成す
るために低速で適応された係数を混合する前記手法によりデジタルスケーリングされる。
【００２７】
混合器４０は、スケーリングされた振幅信号サンプル同士を、時間整列回路２６からの時
間整列され、正規化されたＩ、Ｑ値と混合し、例えばＲＡＫＥ受信機を使ったＣＤＭＡ信
号の復号のためにＤＳＰによるデジタル信号処理の前に振幅情報をＩ、Ｑ値に再挿する。
図３の装置を利用すれば、対数増幅器６３の使用を省略し、かわりに線形増幅器／検出器
を使用することができる。これは、増幅器の入力部で比較的コンスタントな信号レベルの
トータルを維持することが、フィードバックＡＧＣに要求されている場合に可能である。
もし、線形増幅器が増幅器６３として利用されれば、信号の瞬間振幅のバリエーションは
消去されず、混合器４０へ渡されるので、復号する前にフィードバックＡＧＣ回路で除去
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された振幅情報を再挿する必要がない。それにもかかわらず、信号レベルに対するフィー
ドバックＡＧＣの効果は、依然として好ましく真の受信信号強度を決定するためにＩ、Ｑ
信号上に維持されている振幅情報と結びつく。真の受信信号は受信信号の他のソースを比
較するときや、受信サービスにどのソース（例えば基地局）が適しているかを決定するの
に便利である。
【００２８】
本発明の前記実施形態から、本発明は正規化ＩＦ信号の位相を検出する必要がなく、これ
により高周波数クロック回路を必要としなくなる点で評価に値する。このように、本発明
は、広帯域受信信号から取り出された複素ベースバンド信号を生成するための簡単な方法
を提供する。結果として、本発明の広帯域無線受信機は、効果的なコストで、相当の電流
を消費することなくＲＦ受信信号を処理することを可能とする。
【００２９】
本発明は本好適な実施形態にのみ言及して詳細に説明されているが、従来技術に関する通
常の知識を有するものにとっては、様々な変形が本発明から離れることなく達成できるこ
とは自明である。よって、本発明は、請求項によって定義されるが、ここには全ての均等
物が包含されることを意図する。
【図面の簡単な説明】
図１は、本発明の一の実施形態に対応した無線受信機のブロック図である。
図２は、本発明の別の実施形態に対応した無線受信機のブロック図である。
図３は、本発明のさらに別の実施形態に対応した無線受信機のブロック図である。

【図１】 【図２】
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